
横浜支部のご案内

中央大学法学部通信教育課程の入学前から卒業後まで
当支部だからこそできることがあります！

令和 6 年 4 月 14 日

中央大学通信教育部学生会横浜支部



Chuo University Distance Learning Division, Student Association, Yokohama Branch.

横浜支部の概要

中央大学通信教育部の学生会において、

当支部は、全国最大のグループです。

地元の神奈川県東部で学習会があれば。

近隣の通教生らと気軽に交流できれば。

平日は忙しいので土休日に集まれれば。

対面で質問ができる学習環境があれば。

そんな声が集まって、発足しました。

まだまだ発展の余地のある支部ですが、

老若男女、個性溢れる支部員がいます。

新入生から卒業生まで、揃っています。

また、提携している神奈川支部のほか、

全国の方々との様々な交流も活発です。

通信教育課程は、独学独習の連続です。

横浜支部のFace to Faceの各種活動が、

近隣の皆様の一助となれば幸いです。

発足 平成 21 年 6 月

構成 支部員総数 230 名 (昨年度末時点)

主たる地域 横浜・川崎・横須賀三浦地域

活動拠点 横浜駅西口／懇親会は中華街方面も

活動内容 学習会・懇親会・教員招請行事ほか

活動方式 オンライン＋対面：ハイフレックス

学習会回数 毎月 2～8 回・年間 40 回以上 (※)

学習会日時 土休日の午前又は午後／各回 3 時間

学習会内容 基本六法を網羅＆ほかの法律科目も

学習会規模 平均参加者数 38 名超 (昨年度実績)

支部員年会費 ¥3,000  ※後期入会は ¥1,500

聴講生聴講費 ワンコイン ¥500/回  年会費充当可

入会手続 学習会申込時に受付

公式サイト https://www.chuo-yokohama.net/

Facebook https://www.facebook.com/ChuoYokohama

Twitter @chuo_yokohama

(※) 横浜支部は、神奈川支部と包括的に提携しています。支部員は
 神奈川支部の年間 24 回以上の学習会にも無料で参加できます。

どちらにお住まいの方でも歓迎します！
－ 神奈川県のほか各都道府県・海外在住の方も多数在籍 －

https://www.chuo-yokohama.net/
https://www.facebook.com/ChuoYokohama
http://twitter.com/chuo_yokohama


Chuo University Distance Learning Division, Student Association, Yokohama Branch.

横浜支部の特徴

土休日のデータイム中心のオンライン参加も可能な明るい学習会

中央大学法学部通信教育課程を知り尽くした熱意溢れる講師陣

オンライン学習ガイダンスなど多彩なコミュニケーション

学生会神奈川支部との包括的な提携により実現される圧倒的な学習環境

※ ご不明な点は、お気軽にお問合せください！

横浜支部の学習会は土休日の午前又は午後。横浜駅西口で開催するものも含め、すべてオンライン
参加が可能です。平日の夜は難しい、土休日も長時間の外出はできない……という方も大丈夫です。
お勤めの皆様、主婦の皆様、その他様々なご事情をお持ちの皆様、どうぞご参加ください。

近隣支部との掛け持ち入会も可能です。途中入退室も可能です。時間は有意義に活用しましょう！

横浜支部の講師陣は、全員、中央大学所縁の先生方。そして、その多くはインストラクターとして
法学部通信教育課程の学生をご指導された実績をお持ちです。通教生の強味も弱味も知り尽くした
ベテランだからこそ、通教生の独学独習に有益な「道標」を的確に示すことができるのです。

学習会では、各科目のプロの先生方にその場で質問することもできます。有効に活用しましょう！

円滑な卒業を目指すうえで必要となるノウハウを伝え、質問・相談もできる学習ガイダンスを開催。
また、様々な懇親会も原則として「ツキイチ」で積極的に開催しています。いずれも、気取らずに
自由に参加できる、共に学ぶ通教生同士のコミュニケーションの「あるべき姿」を提供します。

通教生活で必要不可欠な「情報力」を、横浜支部は今後とも追求して参ります。ご期待ください！

年間の学習会目標回数は 40 回。中央大学の先生方を講師とする神奈川支部を含めれば 64 回以上。
横浜支部の支部員は、そのすべてにシームレスに無料で参加できます。本気で学びたい方、是非！



Chuo University Distance Learning Division, Student Association, Yokohama Branch.

こんな方は是非！

一体何がわからないのかわからない、何故わからないのかわからない、という方。

 不毛な「目印教習」は要らない、もっと応用が利く「道標」が欲しい、という方。

 中央大学所縁の実力派の先生方による様々な授業を聴く機会が欲しい、という方。

 単位修得後も各科目の講義を受け、すぐに質問もできる環境が欲しい、という方。

 対面方式とオンラインを選択できるハイフレックス型の学習会が良い、という方。

 入会金がなく、年会費も安く、オンラインの学習会がある支部が良い、という方。

 好きな先生や必要な科目の講義だけでも気軽に参加できる支部が良い、という方。

 中大通教関係の質問や相談ができる学習ガイダンスのある支部が良い、という方。

 多くのメンバーから同じ属性の人を見つけ「良きライバル」としたい、という方。

 自分に合った単位修得方法を、直接対話できる「先輩」から聴きたい、という方。

 通教生活に必要不可欠な「計画」と「環境」と「情報」を確保したい、という方。

 規約、活動方針、予算・決算など、運営内容がオープンな支部が良い、という方。

 学籍番号と氏名とメールアドレスの届出だけで参加できる支部が良い、という方。

 在学中所属でき、卒業後も信窓会へのルートが開けている支部が良い、という方。

 その他、当支部の公式サイト、SNS などを見て「ここだ！」と思った、という方。

⇒ 横浜支部にてお待ちしております！
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